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松井証券㈱(8628)平成21年３月期 第１四半期決算短信

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報
当第1四半期におけるわが国経済は、エネルギー・原材料価格の高騰、及び交易条件の悪化による企業収益

の減少等を背景に減速しています。
日本の株式市場においては、期首に12,000円台であった日経平均株価は、外国人投資家が大きく買い越し

に転じた結果、5月に14,000円台まで回復したものの、欧米金融機関の業績懸念が再燃するなど、世界経済の
先行き不透明感が増大したこと等により、当第1四半期末には13,000円台まで下落しました。このように株価
の値動きが荒く、方向感が定まらない状況において、三市場合計の株式売買代金は前年同四半期と比較して
18％減少し、同様に当社の主たる顧客層である個人投資家の株式委託売買代金も、前年同四半期と比較して
22％程度減少しました。一方、オンライン株式取引の業界環境については、個人の株式委託売買代金、及び
証券口座純増数の低迷を背景に、個人投資家の獲得に向けた証券会社による厳しい競争が続いています。
このような事業環境のもと、当第1四半期において当社は、PTS開設による即時決済取引の開始、米国CME

（シカゴ・マーカンタイル取引所）上場の日経225先物「夜間先物取引」の取扱開始等、顧客向けサービスの
向上に努めてまいりました。結果として、当第1四半期末の当社の口座数は740,884口座（前期末比11,490口
座増）となりました。しかしながら、個人全体の株式委託売買代金が低迷していることにより、当第1四半期
における当社の株式委託売買代金は、前年同四半期と比較して24％程度減少しました。
以上の結果、当第1四半期におきましては、営業収益、純営業収益は、ともに減収（対前年同四半期比）、

営業利益、経常利益、四半期純利益は、ともに減益（同）となりました。
当第1四半期の営業収益は80億37百万円（同28.5％減）、純営業収益は74億18百万円（同28.1％減）となり

ました。また、営業利益は36億80百万円（同30.3％減）、経常利益は37億31百万円（同30.4％減）、四半期純
利益は22億46百万円（同39.4％減）となりました。

（受入手数料）
受入手数料は53億62百万円（同19.1％減）となりました。そのうち、委託手数料は48億75百万円（同20.0

％減）となりました。これは主として、株式委託売買代金が前年同四半期と比較して24％程度減少したこと
によるものです。その他の受入手数料は、外国為替保証金取引「NetFx」による受入手数料3億19百万円（同
10.5％増）を含め、4億86百万円（同8.4％減）となりました。

（トレーディング損益）
トレーディング損益は2百万円の利益となりました。

（金融収支）
主として信用取引残高の水準が低迷したことにより、金融収益は26億73百万円（同42.0％減）となりまし

た。一方、金融費用は6億19百万円（同32.7％減）となりました。その結果、金融収益から金融費用を差し引
いた金融収支は20億54百万円（同44.3％減）となりました。

（販売費・一般管理費）
販売費・一般管理費は37億38百万円（同25.7％減）となりました。これは、前年同四半期に貸倒引当金繰

入れ8億56百万円を計上したのに対し、当第1四半期においては貸倒引当金繰入れが15百万円となったことや、
主としてシステムのアウトソース費用の削減により事務費が15億93百万円（同17.5％減）となったこと等に
よるものです。

（営業外損益）
営業外損益は、合計で51百万円の収益となりました。これは主として、受取配当金50百万円によるもの

です。

2. 連結財政状態に関する定性的情報
当第1四半期末の資産合計は、前連結会計年度末比8.7％増の5,582億65百万円となりました。これは、主と

して預託金が8.2％増の2,250億12百万円、信用取引資産が9.0％増の2,259億48百万円となったことによるも
のです。
負債合計は前連結会計年度末比12.0％増の4,843億92百万円となりました。これは、主として短期借入金が

68.0％増の605億50百万円となったことによるものです。
純資産合計は前連結会計年度末比8.8％減の738億72百万円となりました。これは、四半期純利益22億46百

万円が計上される一方、平成20年3月期期末配当金94億23百万円により利益剰余金が減少したことによるもの
です。

3. 連結業績予想に関する定性的情報
当社グループの主たる事業である証券業の業績は相場環境に大きく左右され、業績予想を行うことが困難

であることから、連結業績予想は開示しておりません。この点を補うために、業績に重要な影響を及ぼす株
式委託売買代金等の業務数値につきましては、月次で開示しております。
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4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
該当事項はありません。

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
1．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸
表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期
連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

2．所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理
方法によっておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計審議会第一部会 平成5年6月
17日（平成19年3月30日改正） 企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指
針」（日本公認会計士協会 会計制度委員会 平成6年1月18日（平成19年3月30日改正） 企業会計基
準適用指針第16号）が平成20年4月1日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用
することができることになったことに伴い、当第1四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用
し、通常の売買取引に係る会計処理によっております。
これによる、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。
なお、リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース

取引については、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しております。
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金・預金 26,892 22,978

預託金 225,012 208,012

金銭の信託 48,956 41,503

トレーディング商品 1,800 3,059

デリバティブ取引 1,800 3,059

約定見返勘定 57 1

信用取引資産 225,948 207,232

信用取引貸付金 221,796 203,823

信用取引借証券担保金 4,152 3,408

有価証券担保貸付金 1,887 708

借入有価証券担保金 1,887 708

立替金 120 65

短期差入保証金 13,165 15,349

その他 7,252 7,501

貸倒引当金 △311 △279

流動資産計 550,778 506,129

固定資産

有形固定資産 944 965

無形固定資産 3,566 3,291

ソフトウエア 3,551 3,274

その他 15 16

投資その他の資産 2,977 2,984

投資有価証券 347 343

その他 3,807 3,845

貸倒引当金 △1,177 △1,204

固定資産計 7,487 7,240

資産合計 558,265 513,369
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年3月31日)

負債の部

流動負債

トレーディング商品 332 175

デリバティブ取引 332 175

信用取引負債 39,343 29,720

信用取引借入金 6,665 5,679

信用取引貸証券受入金 32,678 24,041

有価証券担保借入金 29,849 22,278

有価証券貸借取引受入金 29,849 22,278

預り金 131,133 119,965

受入保証金 131,288 128,036

有価証券等受入未了勘定 － 16

短期借入金 60,550 36,050

1年内償還予定の社債 40,000 20,000

未払法人税等 1,194 4,761

賞与引当金 34 136

その他 3,919 2,435

流動負債計 437,642 363,572

固定負債

社債 － 20,000

新株予約権付社債 39,800 39,800

長期借入金 3,000 5,000

未払役員退職慰労金 204 206

その他 0 0

固定負債計 43,005 65,006

特別法上の準備金

証券取引責任準備金 － 3,746

金融商品取引責任準備金 3,746 －

特別法上の準備金計 3,746 3,746

負債合計 484,392 432,324

純資産の部

株主資本

資本金 11,943 11,942

資本剰余金 9,791 9,790

利益剰余金 52,161 59,337

自己株式 △22 △22

株主資本合計 73,872 81,046

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1 △2

評価・換算差額等合計 1 △2

純資産合計 73,872 81,044

負債・純資産合計 558,265 513,369
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(2) 【四半期連結損益計算書】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間

(自 平成20年4月1日

 至 平成20年6月30日)

営業収益

受入手数料 5,362

委託手数料 4,875

引受け・売出し手数料 0

その他の受入手数料 486

トレーディング損益 2

金融収益 2,673

営業収益計 8,037

金融費用 619

純営業収益 7,418

販売費・一般管理費

取引関係費 1,068

人件費 546

不動産関係費 119

事務費 1,593

減価償却費 291

租税公課 61

貸倒引当金繰入れ 15

その他 46

販売費・一般管理費計 3,738

営業利益 3,680

営業外収益

受取配当金 50

その他 3

営業外収益計 52

営業外費用

その他 1

営業外費用計 1

経常利益 3,731

特別利益

特別利益計 －

特別損失

特別損失計 －

税金等調整前四半期純利益 3,731

法人税、住民税及び事業税 1,177

法人税等調整額 308

法人税等合計 1,484

四半期純利益 2,246
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸

表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

(3) 継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。

(追加情報)

前連結会計年度末に金融商品取引法附則第40条に基づく旧証券取引法第51条の規定により計上しており
ました「証券取引責任準備金」は、当連結会計年度より、金融商品取引法第46条の5の規定に基づき「金融
商品取引責任準備金」に変更されております。
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「参考」

前年第1四半期に係る財務諸表等

(1)（要約）四半期連結損益計算書

（単位：百万円）

科  目

前年同四半期

（平成20年3月期

　  第1四半期）

金  額
Ⅰ 営業収益

　 受入手数料 6,626

　 トレーディング損益 2

　 金融収益 4,607

　営業収益計 11,235

Ⅱ 金融費用 919

純営業収益 10,316

Ⅲ 販売費・一般管理費

　 取引関係費 1,132

　 人件費 569

　 不動産関係費 110

　 事務費 1,931

　 減価償却費 292

　 租税公課 76

　 貸倒引当金繰入 856

　 その他 67

　販売費・一般管理費計 5,034

営業利益 5,282

Ⅳ 営業外収益 79

Ⅴ 営業外費用 3

経常利益 5,359

Ⅵ 特別利益 1,110

Ⅶ 特別損失 87

税金等調整前四半期純利益 6,381

法人税、住民税及び事業税 2,879

法人税等調整額 △203

四半期純利益 3,705

(2) 継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。
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